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1。現金の減少に関して 

  審議会側は P/L 上の赤字 36 万ドルと援助金効果 47万ドルを足した 83 万ドルに他の赤字も含め

て、2004年度は 106万ドルの現金の減少を引き起こしたとの見解をとっておられます。ここから、こ

れからも毎年 83万ドル以上の現金減が続くとミスリードしておられるように見えます。 

  一方、PTA 側は、2004200420042004 年度年度年度年度のののの大幅大幅大幅大幅なななな現金現金現金現金のののの減少減少減少減少はははは（（（（1111））））日本政府日本政府日本政府日本政府のののの援助金援助金援助金援助金 38383838 万万万万ドルドルドルドルがたまたまがたまたまがたまたまがたまたま

年度内年度内年度内年度内にににに入金入金入金入金がなかったことがなかったことがなかったことがなかったこと（（（（2222））））火災保火災保火災保火災保険金険金険金険金 32323232万万万万ドルドルドルドルがががが額額額額はははは確定確定確定確定していたがしていたがしていたがしていたが年度内年度内年度内年度内にににに入金入金入金入金がなかっがなかっがなかっがなかっ

たことたことたことたこと（（（（合計合計合計合計でででで 70707070 万万万万ドルドルドルドル））））、、、、及及及及びびびび 2004200420042004 年度年度年度年度にににに未入金等未入金等未入金等未入金等のののの会計方針会計方針会計方針会計方針がががが変変変変わったためのわったためのわったためのわったための見見見見かけのかけのかけのかけの現金現金現金現金のののの

減減減減りがりがりがりが大大大大きかったきかったきかったきかったことがことがことがことが原因原因原因原因とととと捉捉捉捉えていますえていますえていますえています。。。。したがってしたがってしたがってしたがって、、、、これらのこれらのこれらのこれらの影響影響影響影響をををを排除排除排除排除するとするとするとすると実際実際実際実際のののの現金現金現金現金のののの

減減減減りはりはりはりは 20202020万万万万ドルドルドルドルでででで、、、、無論無論無論無論ほっておいてよほっておいてよほっておいてよほっておいてよいいいい数字数字数字数字ではないですがではないですがではないですがではないですが、、、、パニックパニックパニックパニックになるになるになるになる必要必要必要必要はないはないはないはない数字数字数字数字とととと評評評評

価価価価していますしていますしていますしています。。。。（別紙 1参照） 

 

2。今後の現金のシミュレーションについて 

  審議会が実施したシミュレーションでは、生徒数一定の場合で 2008 年度には現金が 200 万ドル

を切り、2010年度には 60万ドルまで現金が減る、更に生徒数が増えた場合でも 200万ドルを切る年

が 2009年に一年延びるだけで構造は変わらないとしています。 

  ＰＴＡ側で検証したところ、審議会シミュレーションには幾つかの勘違い、ミスがあり（別紙 2）

があり、ほぼ同様の仮定の下にＰＴＡ側でシミュレーションを実施したところ、生徒数一定生徒数一定生徒数一定生徒数一定のののの場合場合場合場合でででで

もももも 2010201020102010 年度末年度末年度末年度末のののの現金現金現金現金とととと短期短期短期短期のののの定期預金定期預金定期預金定期預金のののの合計額合計額合計額合計額はははは 290290290290 万万万万ドルドルドルドルをををを維持維持維持維持しししし、、、、更更更更にににに生徒数生徒数生徒数生徒数がががが増加増加増加増加するするするする場合場合場合場合

ではではではでは 2010201020102010年度末年度末年度末年度末でででで 442442442442万万万万ドルドルドルドルのののの現金等現金等現金等現金等をををを維持維持維持維持できるできるできるできる上上上上、、、、2010201020102010年年年年にはにはにはにはキャッシュキャッシュキャッシュキャッシュ・・・・フローフローフローフローではではではでは黒字黒字黒字黒字にににに

転転転転じるとのじるとのじるとのじるとの結果結果結果結果になっていますになっていますになっていますになっています。。。。つまり、今後 35万ドル程度の収支の改善が、収入の増加（生徒数増

加、授業料の多少の値上げ、利子収入の確保、レントレントレントレント収入収入収入収入のののの増大増大増大増大等）と支出の削減の実現できれば、

少なくともキャッシュ・フローは黒字に出来ると言うことです。（別紙 2参照）    

 

3。赤字の原因 

  審議会側は赤字の大部分の原因は生徒数の減少と結論づけていますが、収入の減少だけに特化し

た分析では片手落ちだと思います。 

  収入と支出の両方を足した分析を PTA側で実施しましたが、これによるとこれによるとこれによるとこれによると原因原因原因原因はははは大大大大きいきいきいきい順順順順にににに（（（（1111））））

経費経費経費経費のののの増加増加増加増加（（（（2222））））生徒数減少生徒数減少生徒数減少生徒数減少にににに伴伴伴伴うううう授業料収入授業料収入授業料収入授業料収入のののの減少減少減少減少（（（（3333））））利子収入利子収入利子収入利子収入のののの減少減少減少減少がががが 3333大大大大原因原因原因原因ですですですです。つまり経

費の削減が伴わないと真の赤字の解消にはつながらないと思われます。（別紙 3参照） 

 

4。その他 

  PTA 側の分析ではグリニッジグリニッジグリニッジグリニッジ全日校全日校全日校全日校単体単体単体単体ではではではでは 2004200420042004 年度年度年度年度のののの特殊要因特殊要因特殊要因特殊要因をををを除除除除くとくとくとくと黒字黒字黒字黒字ででででありありありあり、、、、リースリースリースリース

バックバックバックバック方式方式方式方式ではむしろではむしろではむしろではむしろ赤字赤字赤字赤字がががが広広広広がるがるがるがるとの結果が出ていますが、これは審議会とは全く別の結論です。

（別紙 4、別紙 5参照） 

 

5。財務分析からの結論 

  以上の分析から、審議会全体の財務は放っておく事はできないものの、慌慌慌慌ててててててててハイリスクハイリスクハイリスクハイリスクのののの決断決断決断決断

をををを行行行行わなければなわなければなわなければなわなければならないほどひどいらないほどひどいらないほどひどいらないほどひどい状況状況状況状況ではではではでは全全全全くないくないくないくない、、、、とととと結論結論結論結論づけられるとづけられるとづけられるとづけられると思思思思っていますっていますっていますっています。 


